

























1． 新城新蔵と測地学研究  
1.1 新城新蔵の生涯 















 大正 3 年（1914）に京都帝国大学理工科大学から理科大学が分離し、それに伴って新城は物理学



















             図１ 恩師田中館愛橘（左）と歓談する新城新蔵。 





















 「君 (新城) は会津に生まれ、仙台の高等学校に学ばれ、…東大理学部に入り、物理学を修めら
れたのは明治 25 年であった。当時、山川健次郎、田中館愛橘諸教授に鍼灸せられたが、予は両教授
の下働きをしていたから、学生と教授の中間に立ちて、双方の消息に通じていた。」 

































からの 10 年間に 30
 
図２ 重力測定に関する新城新蔵の田中館部長あての自筆の原稿の第 2 面。





























































陽コロナの電子温度を 100 - 200 万度と
いう高温に推定したという業績も含まれ
ている。 



























解明した。なお、この論文には 73 枚の火星面のスケッチが添えられている。 





（1958 年の衝における 7 月 24 日のスケッチ）。 
 
  1956 年と 1958 年の衝における観測に基づいて宮本は火星大気の一般循環を考察している 9）。一
般循環については従来 2 つの見解があった。１つは火星面の模様の分布から火星には地球と同じよ
うに貿易風とモンスーンシステムが存在するというマクローリン（D. B. McLaughlin, 1954）の説、



















宮本は 1960 年に花山天文台の望遠鏡を用いて月面アトラスを作成し 10, 11）、それに基づいて月面の









































































は多数の揮発成分に満たされた泡状空洞が存在するためと説明した。月面下 20 km、温度 1000 度、




重力が小さいため、泡状空洞からマグマの 2 次的沸騰まで 10 億年規模の長い時間を要し、また、そ
の規模も大きくない。噴煙活動の記録が少ないのもそれを反映している。 





では 25 億年前まで、嵐の大洋、雨の海では 15 億年前までマグマ噴出が起こっていた。一方、月隕
石の年代決定から 43 億年前にはすでにマグマ噴出活動が始まっていたことが知られているので、月
の主要なマグマ活動は 20 億年にわたって続いていたと推定されている。 
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